


≪ファンドマネージャーのコメント≫ ※現時点での投資判断を示したものであり、将来の市況環境の変動等を保証するものではありません。

※　後述の当資料のお取り扱いにおけるご注意をよくお読みください。

＜運用概況＞
日銀のマイナス金利政策の影響により、短期の国債利回りおよび無担保コール翌日物金利はマイナスで推移しました。

当ファンドにおいては、流動性と資産の安全性に配慮し、コール・ローンによる運用を行いました。

＜今後の運用方針＞
流動性や資産の安全性に配慮し、短期の国債やコール・ローン等による運用を行う方針です。そのため、マイナス利回

りの短期の国債やコール・ローン等にも投資します。
今後も現在の低金利環境が継続した場合は、ファンド全体の損益がマイナスとなり、基準価額が下落することが想定さ

れます。投資家のみなさまにおかれましては、ご留意くださいますようお願い申し上げます。
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